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1．　 ま え が き

　従 来 か ら、新 しい 構 造 材 料 の 開 発 が 新 し い 構 造 形 式 や そ の 改 良 を 可 能 と し て 毒た 。セ メ ン ト 系 結 合 材 の か わ り

に ポ リ マ
ー

を 用 い る レ ジ ン コ ン ク リ
ート もそ の 一例 で あ b 、通 常 の セ メ ン ト ユ ン ク リ

ート に 比 べ 高 い 曲 げ 強 度 〔

200 〜300ftgf／cri ）を も ち、耐 久 性 に 優 れ る 。し か し そ の 反 面 、破 壊 時 の 靱 性 す な わ ち ＝ ネ ル ギ
ー

吸 収 能 は セ メ ン

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1 ｝

卜 ：1 ン ク リ
ー

トと 大 差 な く、脆 性 的 に 破 壊 す る 。

　 著 者 らは 、レ ジ ン コ ン ク リ ートに ア ス ペ ク ト 比 の 小 さ い 鋼 繊 稚 を 多 量 に 混 入 す る こ と に よ っ て 、施 工 性 を そ こ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ン
な うこ とな ぐ高 い 曲げ 強 度 （ 9h ＞350kgf／cfi）と曲 げ 靱 性 を 有 す る 鋼 繊 維 補 強 v ジ ン コ ン ク リ ート を 開 発 し た ，

　本 研 究 で は 上 記 の 研 究 成 果 に も とづ き、実 際 の 構 造 部 材 へ の 応 用 と し て 、破 壊 域 が 大 き く な る 点 で 鋼 繊 維 混 入

の 効 果 が 著 し い と 考 え られ る 面 部 材 を 対 象 と し、鋼 繊稚 補 強 V ジ ン コ ン ク り 一ト ス ラ ブ を 作 成 して 載 荷 試 験 を 行

な う こ と に よ って 、強 度 、靱性 な らび に 破 壊 性 状 に つ い て 検 討 し た。

2．鋼 繊維 補 強 レ ジ ン コ ン ク リ
ー

ト

2 − 1　 実 験 概 要 　　　鋼 繊 維 補 強 v ジ ン コ ン ク リ ート ス ラ ブ の 実 験 に 先 立 ち 、2 種 類 の 鋼 繊 維 を 用 い 、漉 入 率

を 2 ％ と 4 ％ に 変 化 さ せ た 合 計 4 種 類 の 鋼 繊 稚 補 強 レ ジ ン コ ン ク リ ート を 作 成 し、曲 げ な らび に 圧 縮 試 験 を 行 な

い 、そ れ ぞ れ の 強 度 と 靱 性 に つ い て 検 討 した ．な お 比 較 の た め 鋼 繊 維 無 混 入 の レ ジ ン コ ン ク リ ート に つ い て も 同

様 に 試 験 を 行 な っ た 。

　各 シ 1丿 一ズ の 試 験 条 件 と 配 合 を 表 1 に 示 す。使 用 した 鍋 繊 維 は 各 シ リ ーズ と も 同 じ 寸 法 の も の （φ 1．O　X　4　D　nvnv．

ア ス ペ ク ト比40 ）で 、形 状 を フ ラ ッ ト状 の もの と イ ン デ ン ト加 工 した も の に 変 化 さ せ た。REC の 結 合 材 に は 不

飽 和 ポ リ エ ス テ ル 樹 脂 を使 用 し、硬 化 触 媒 に は メ チ ル エチ ル ケ ト ン パ ーオ キ サ イ ド （ MEKPO ） を、硬 化 促 進

剤 に は ナ フ テ ン 酸 コ パ ル ト を使 用 した 。充 て ん 材 と し て 炭 酸 カ ル シ ウ ム を．細 骨 材 に 比 車：2．60 、最 大 寸 法 1Dmnt の

玉 砕 石 を 用 い た 。鋼 繊 維 の 混 入 率 が 高 い 場 合 は 単 位 樹 脂 蛍 を 増 や し、各 シ リ ーズ と も打 設 時 の コ ン ク リ
ー

トの や

わ ら か さ を 同 程 度 と し た。鋼 繊 維 は 分 散 機 を 用 い ず 手 で 投 人 した が 、鋼 繊 維 の 直 径 が 大 き く ア ヌ ペ ク ト 比 が 小 さ

い た め に フ
ァ イ バ

ーポ ー
ル は 生 じ な か っ た。締 固 め に は テ

ーブ ノレ バ イ ブ レ
ー

タ
ー

を 使 用 した 。各 シ リ
ー

ズ ご と に

曲 げ試 験 に は 10 × 10 × 40　on の 角 柱 供 試 体 を 3 個 、圧 縮 試 験 に は φ 10 × 200n の 円 柱 供 試 体 を 3 個 用 レ丶 そ れ ぞ れ

の 荷 重 変 位 曲 線 を X −− Yv コーダ に 記 録 した （圧 縮 供 試 体 の 検 長 二 L8　em 〕。

2 − 2 　結 果 と 考 察 　　　各 シ リ ーズ ご と に 得 られ た 3 本 の 曲 げ 荷 重 変 位 曲 線 を グ ラ フ 上 で 平 均 して 代 表 荷 重 変

位 曲 線 を 求 め 図 1 に 示 す 。ま た 曲 げ 靱性 の 指 標 と して 、曲 げ 供 試 体 の 変 位 が 2mnv　a た は 6rm と な る 点 ま で の 荷 重

変 位 曲 線 下 の 面積 で 表 わ さ れ る 曲 げ タ フ ネ ス Tb2 、Tb6 な らび に そ の 値 を そ れ ぞ れ の 変 位 で 割 る こ と に よ っ て 得

られ る 平 舳 げ 樋 よ 嬾 軸 げ 強 贈 b2戸b6 を 求 め 、
’〉

ひ び わ れ 発 牛 髄 ・
・ ， 澱 畑 げ 樋 P

・ 油 げ 皷

σ b、曲 げ 強 度 比 σ b2／ Ob 、　 Ob6 ／ ob と と も に 表 2 に 示 す 。

　図 1 か ら わ か る よ うに 曲 げ 供 試 体 の 荷重 変 位 曲 線 は ひ び わ れ 発 生 点 ま で ほ ぼ 直 線 状 で あ っ た。ひ び わ れ 発 生 荷

重 は 各 。 ，
一．ズ と も 同 膿 で 6b 、最 離 ・

、
・ リ ーズ の 8・4 ・… で あ ・ た・繊 維 鰕 入 の ゜ シ リ ーズ は ・ひ

び わ れ 発 生 荷 動 ・そ の 2a 最 大 髄 と な り、そ 畷 謙 に 樋 が 低 下 した の 鬮 し・他 の シ リ 騙ズ 爛 灘 鋤

果 醗 齪 れ ひ び わ 醗 生 御 簫 な 碓 の 低
一
陵 伽 で い ・ 詩 旧 げ ・ ・ 肛 さ 減 鋼 灘 鞭 肌 た A

一349一
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シ リ ー
ヌ
「
で は ひ び わ れ 発 生 後 も 荷 重 は 増 加 し、A

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 4

シ リ 』ズ の 曲 げ 強 度 は 362kgf／rfi で あ った 。

　 表 2 か ら わ か る よ う に、曲 げ 供 試 体 の 変 位 が 2

rm と な る 点 ま で の 荷 重 変 位 曲 線 下 の 面 積 で 表 わ さ

れ る 曲 げ タ フ ネ ス Tb2 の 値 は、　 A 、B シ リ
ー

ズ と

も 0 シ リ ーズ に 比 べ 飛 躍 的 に 増 加 した 。ま た 鋼 繊

稚 の 混 入 率が 増 加 す る に つ れ て 曲 げ タ フ ネ ス が 人

表 　 1 　 試 験 条 件 と配 合

5eri巳S　　size　AspeCt 　Shape 　Oon 匸ent

　 　 　 　 Fiber

（即m ）　 rati 。 　 　 　 　 （Z）

　 ロnit 　N ・ ight ⊂kg！ml ）

REsin 　Fiber 　Filler 　Saロd　Gra▽el

A2　　夢 1・Ox40 　　40　　　i皿den 匸　　2，0
B星　 ti　l．Ox40 　 40 　　 fla 【　　 2．O
Ar 　　再 1．Ox ら0 　　 40 　　ユndent 　　 4．O
Bk 　 再 1．Ox40 　　40 　　　flat 　　 4，0

0，R 　　　　−　　　一　　　 一　 　　　〇

265 　　　159　　 433 　　 433 　　 10B3
265 　　　159　　 433　　 433 　　 1083

294 　　 299 　　 401 　　 407 　　 TOI8
294　　 299 　　 407　　 生07 　　　101B

231　　　　Q　　461　　462　　　1154

き な 値 を 示 し た。鋼 繊 維 の 形 状 の 影 響 に つ い て は 、曲 げ 強 度 は イ ン デ ン ト 加 工 さ れ た 鋼 繊 維 を 使 用 した A シ リ ー

ズ の 方 が フ ラ ッ ト状 の 鋼 繊維 を 使 用 し た B シ リ
ー

ズ よ b も 大 き な 値 を 示 し た。しか し 、荷 重 変 位 曲 線 の 形 状 は B

シ リ ーズ の 方 が 荷 重 低 下 の 度 合 い が ゆ る や か で あ っ た 。こ の こ と は 変 位 が 6mm　k で の 曲 げ タ フ ネ ス Tb6 あ る い は

餌 酎 強 度 σ b・ ・曲 帷 戯 b
呼

・ bの 齢 ら もわ か る ・特 鬮 雛 畝 率 ・ ％ の ・ 2 ・ ・ − XO ・
、、

の 値 は

A2 ゾ リ
ー

ズ の もの よ b 大 き くな っ た。

　次 に 、各 V リ ーズ の 圧 縮 強 試 体 の 荷 重 変 位 曲 線 な らび に 圧 縮 強 度 をそ れ ぞ れ 図 2 、表 2 に 示 す 。鋼 繊 稚 補 強 レ

ジ ン コ ン ク リ
ー

トの 圧 縮 強 度 は 鋼 繊 維 を 混 入 す る こ と に よ b 低 下 す る と と もに 、圧 縮 靱 性 に 及 ぼ す 鋼 繊 維 混 入 の

効 果 も 曲げ 靱 性 に 比 べ わ ず か で あ っ た。

　以 上 の 結 果 よ り、本 実 験 に 採 用 し た 鋼 繊 維 1 φ 1．0 × 40　mm 、ア ス ベ ク ト比 40 ）は 練 b 混 ぜ が 容 易 で 、2 ％ 以 上

混 入 す る こ と に よ って レ ジ ン ユ ン ク リ
ー

トの ひ び わ れ 発 生 後 の 曲 げ 耐 力 の 急 激 な 低 下 を 防 ぐ と と も に 十 分 な 靱 睦

の 改 善 が 可 能 で あ る こ と を 確 認 し た。鋼 繊 維 の 形 状 に つ い て は 、レ ジ ン コン ク リ
ー

ト の も つ 付 着 力 の 大 き さ、な

ら び に イ ン デ ン ト 加 工 を 行 な う 鏘 繊 維 の 製 造 上 の 手 間 を 考 え る と、レ ジ ン コ ン ク リ ー｝ に 対 す る 補 強 繊 維 と して

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ［oo

（ 匚
O甘）

　唱口
0
臼

［D

5

0
　 　 　 2　　 　　 　　　 　　 4

　 　 　 Displaz 已 men し　（mm ＞

図
．− 1　 曲 げ 荷 重 変 位 曲 線
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表
一2　 強 度 試 験 結果

　 　 　
Load

　
at

　　Maximum 　　FI 旦xur 日1　　　 Flexu 匸al 　　　　　　CaLculat 已 d　　　　　　　　　　　　　　　　　Co ロ pressive

・・r … 塾：灘 疎 臨 ・・ §1麒 ・・ 墨諜 ？：，圃 暑諮苦誰、，f、。。 ， ・回 。b，・，、〆。
、
1：1蹴 。 、

表
一3　 収 　 縮 　 率

　　　 （斎戸 γ
『 −

　 O 　　　 B2 　　　 B
昏

2　
Z

　
辱
　ら

ABABD 6．587
．678
．407
、6S7
．17

8．97
ア．70i2
−！

S．ア3
ア．1ア

269Z31352262Z

】5

14．1　 25，712
．1　 3］．4

2］．1　 46 ．415
＿5 　 42 、9D
，3　 　0．3

212　 ［29
］B3　 ［57317

　 232233
　 2154

、5　 L5

O，75S 　 O．4SO 　　　　IOアO
O ，792 　 　0．680 　 　 　 　 　1090

0．876 　 0鹽6dE　　　　 960
0．S99 　 0、821　　　 10ge

O ．020 　　0．OlO 　　　　　lI 】O

4．ア7 　　 3L79 　　 2．44
4『60 　　 3『07　　 1．73
4＿87 　　 2＿97 　　 2＿13
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は 、あ る 程 度 の 耐 力 を 保 ち か つ 十 分 な 変 形 能 力 を 示 し た B シ リ
ー

ズ に 使 用 した フ ラ ッ ト状 の 鋼 繊 維 が 適 して い る

こ と が わ か っ た。

　 今 回 の 実 験 に 際 し、B シ リ
ー

ズ と 0 シ リ
ー

ズ に つ い て 、硬 化 に 停 な う 収 縮 率 を 測 定 し た 。測 定 は 曲 げ 供 試 体 の

打 設 面 に 、 tr ジ ン コ ン ク リ ート が ゲ ル 化 し た 時 点 で 測 点 プ ラ グ を 貼 付 し、そ の 直 後 と強 度 試 験 直 前 1 ノ ギ ス に よ

b 測 点 間 の 距 雖 を計 測 す る 方 法 を 用 い た。結 果 を 表 3 に 示 す。こ れ よ り、鋼 繊 維

混 入 の 場 合 は ぱ ら つ き が 大 で あ る が 、鋼 繊 維 無 混 入 の 0 シ リ ーズ の 収 縮 率 が 最 大

と な b 、鋼 繊 維 混 入 の 割 合 が 増 す ほ ど 収 縮 率 が 小 と な っ た。

3．鋼繊 維 補 強 レ ジ ン コ ン ク リ
ー

ト ス ラ ブ

3 − 1 　 実 験 概 要 　 　 　前 節 で 得 られ た 結 果 を も と に φ 1．0 × 4   sum （ フ ラ ッ ト ）

の 鋼 繊 稚 を 2 ％ 、4 ％ 混 入 し て 鋼 繊 稚 補 強 v ジ ン コ ン ク 1J 一ト ス ラ プ 供 試 体 B2 、

B4 シ リ
ーズ を 各 2 体 ず つ 作 成 した 。ま た 比 較 の た め に 鋼 繊 維 無 混 入 の 0 シ リ

ー
ズ

k よ び 鋼 繊 維 2 ％ に 相 当 す る 鋼 材 量 の 異 形 鉄 筋 （ D6 ．Us
）
，＝42 ．2kgf ／勃め を 直 交 方

向 に 等 方 配 筋 し た R シ リーズ （有 効 高 さ 38en 、配 筋間 隔 70n、鉄筋 比 1．2 ％ ）の 各

レ ジ ン コ ン ク リ ート ス ラ ブ を 作 成 し た 。各 シ リ ーズ の 配 合 は そ れ ぞ れ 前 節 の 配 含

を 用 い 、R シ リ
ー

ズ は Ov り
一ズ と 同 じ と した 。

　 図 3 に 承 す よ う に 、ス ラ ブ 供 試 体 の 寸 法 は 55 × 55 × 50n で あ b 、載 荷 は ス バ ン

長 が 50en の 4 辺 単純 支 持 と し、6 × 6en の 鋼 板 を 介 し て 中 央 に 載 荷 した 。変 位 計

を 載 荷 点 中央 の 供 試 体 裏 倒1に 取 b 付 け、各 シ リ ーズ 2 体 ず つ の 供 試 体 の 荷 重 と 載

荷 点 の 変 位 と の 関 係 を X − Y レ ユ ーダ に 記 録 した。

3 − 2 　 結 果 と 考 察 　 　 　 載 荷 試 験 よ b 得 られ た 各 ス ラ プ 供

試 体 の 荷重 変 位 曲線 な らび に ス ラ ブ 供 試 体 の ひ び わ れ 荷 重

Pc
／r 、最 大 荷 重 Pmax を そ れ ぞ れ 図 4 、表 4 に 示 す。．．

方 蝉

性 解 析 に よれ ば 、ス ラ ブ の 戳 荷 重 P と 曲 げ モ
ー

メ ン ト m と の

関 係 は P ＝3、23m で 与 え られ る 。こ こ で 、前 節 の 曲 げ 強 度 試

験 よ b得 られ た 各 シ リ
ー

ズ の ひ び わ れ 荷 重 Pcr 、降 伏 点 （荷

重 変 位 曲 線 に お い て 線 形 性 が 失 わ れ る 点 ）荷 重 Pv よ b 単位 幅

単 りの 曲げ モ ーメ ン ト m
。 r 、my を 求 め 、前 式 に 代 入 す る こ

と に よ って 各 ス ラ ブ の ひ び わ れ 荷 重 Pcrl 、降 伏 点 荷 重 Py
’
を

推 定 し た。な 澄 Ry リ ーズ に つ い て は 、Pcr は Ov リ ーズ の

値 （表 2 ）を 用 い 、mv は 鉄 筋 の 引 張 強 度 （osu ＝55．4kgf ／籀 ）

を も と に して 算 定 し た 計 算 値 を 用 い た 。次 に ス ラ ブ の 終 局 曲

げ 耐 力 を 降 伏 線 理 論 に よ り Pul；8mv と して 求 め た 。以 上 の 各

シ リ ーズ の Pcr
’
、Pv ’

、PLi の 値 をそ れ ぞ れ の 耐 力比 Pcr ／Pcr ’

Pmax ／ 「
y
’、　Pmax ／ P　u

’
な ら び に 破 壊 の 形 式 と と もに 、表 4 に 示

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 表
．4

す。
　 　 　 　 　 　 　 　 Series
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変 形 は 荷 重 に 対 して 線 形 的 に 増 加 し、変 形 が 約 1 π尻と な っ た時 点 で 曲げひ び わ れ を生 じて 瞬 間的 に 曲 げ 破 壊 を 起 こ し、耐

荷 力が 急 激 に 低 下 した 。一
方、鋼 繊 維 混 入 率 2 ％ の B2 シ リ ーズ に 澄 い て は 、最 大 荷 重 が O シ リ

ー
ズ に 比 べ 50 ％ 以 上

大 き な 値 を 示 し、そ の 後 荷 重 の 急 激 左 低 下 も な く 曲 げ 破 壊 した 。B4 シ リ ーズ は 最 大 荷 重 な らび に 荷 重 変 位 曲 線

ド の 面 積 で 表 わ さ れ る 靱 性 と も B2 シ リ
ー

ズ の 値 を 多 少 上 回 っ た が 、破 壊 挙 動 そ の もの は 両 者 に は 大 差 は な か っ

た 。鋼 繊 維 2 ％ 混 入 に 相 当 す る 鉄 筋 量 を 異 形 鉄 筋 D6 に か え て 2 方 肉 に 等 方 配 筋 し た 鉄 筋 補 強 レ ジ ン コ ン ク リ ー

ト ス ラ ブ 〔 R シ リ
ーズ 〉に つ い て は 、荷 重 が 約 2．5t 。 nf で 曲 げ ひ び わ れ が 発 生 し、そ の 後 鉄 筋 降 伏 点 を 経 て 荷 重

は 増 加 して い き、最 大 荷 重 は 全 シ リ ーズ の 中 で 最 も大 き な 値 を 示 し た。しか し 変 形 が 20mm と な る 以 前 に 押 抜 き

せ ん 断 破 壊 が 生 じ、荷 重 は 急 激 に 低 ト し た 。

　 以 上 よ り、レ ジ ン コ ン ク リ ート ス ラ ブ は 前 節 の 強 度 試 験 で 得 ら れ た 結 果 と 同 様 に 、鋼 繊 維 を 混 入 す る こ と に よ

っ て 強 度 、靱 性 と も
．
卜分 に 改 善 が で き、高 性 能 な 部 材 と な る こ と が 判 明 し た。な 齢 、補 強 筋 を 作 用 力 方 向 に 配 置

した 鉄 筋 補 強 レ ジ ン コ ン ク リ ート ス ラ プ の 場 合 は、同一鋼 材 量 の フ
ァ イ バ ーコ ン ク リ ー｝ に 比 して 耐 力は 大 き な

も の と な っ た が 、伸 び 能 力 が 小 さ く押 抜 き で 急 激 に 破 壊 を 生 じた 。

　 鋼 繊 維 混 入 率 4 ％ の レ ジ ン コ ン ク 1， 一ト ス ラ ブ は 混 人 率 2 ％ の ス ラ ブ に 比 べ 、耐 力 お よ び 靱 性 の 差 は 前 節 の 強

度 試 験 の 際 に 見 られ た よ うな 鯛 繊 維 混 入 最 の 差 ほ ど で は な く、鋼 繊 維 の 便 用 量 と い う 点 を 考 え れ ば 、2 ％ ほ ど の

鋼 繊 維 の 混 入 で レ ジ ン コ ン ク リ ート ス ラ ブ の 強 度 と 靱 性 の 改 善 に は 十 分 有 効 で あ る と考 え られ る 。

　 表 4 よ り・弾 性 解 析 に よ る O ・B2 ・B4 シ リ ーズ の ひ び わ れ 荷 重 PCr ’は ・載 荷 試 験 よ b 得 られ た 各 ス ラ ブ の ひ

び わ れ 発 生 荷 重 1コar よ り 多 少 下 回 っ た が ほ ぼ 同 程 度 の 値 を 示 した。．・
方 、　 R シ リ

ー
ズ に お い て は 弾 性 解 析 よ り 求

め た ひ び わ れ 発 生 荷 重 PCr ’Xb 低 い 荷 重 で ひ び わ れ が 発 生 し、そ の 値 は 0 シ リ ー
ズ よ b小 と な った。こ れ は 鉄 筋

補 強 の 場 合 は マ ト リ ッ ク ス の v ジ ン ユ ン ク リ
ー

ト の 硬 化 収 縮 を 拘 束 す る た め 、 v ジ y コ ン ク リ ート に 引 張 b の 内

音阮 仂 が 発 生 す る た め で あ る ・雌 解 析 よ 嫁 め た 降 伏 点荷 重 P
押 値 は o シ リ ーズ に つ い て は Pma

・
とP

ア

F

す な

わ ち Pcrl は ほ ぼ
一

致 した が 、他 シ リ
ーズ で は Pn／ax の 恆 を 大 き く下 回 っ た 。 次 に 降 伏 線 理 論 に よ b 推宛 した 各 シ

リ
ー

ス
「
の 終 局 曲 げ 耐 力 Pu ’

の 値 を み る と 、鋼 繊 維 を混 入 し た B2 、　 B4 シ
1
丿
一z

’
に つ い て は 、　 P 　

Li
の 値は Pmax よ り

も や や 大 と な った 。R シ リ ーズ の 1＞
u

’
の 「直 も栽 荷 試 験 よ b 得 ら れ た Pmax と ほ ぼ 一致 し た 。

　 以 上 よ b、v ジ ン コ ン ク リ ート ス ラ プ の ひ び わ れ 荷 重 は 弾 性 解 析 に よ っ て 推 定 さ れ る 。　 t た 鋼 繊 維 補 強 v ジ ン

コ ン ク リ ート ス ラ ブ の 終 局 曲 げ 耐 力 は 、最 大 曲 げ モ ー
メ ン ト の 点 が 降 伏 モ

ー
メ y ト の 値 に 達 した の ち、か な b の

モ
ー

メ ン ト再 分 配 が な さ れ る た め 、降 伏 線 理 論 に よ っ て 求 め た 値 に か な b 近 く な る こ と が 判 明 し た 。

4．結　論

　 鋼 繊 稚 補 強 レ ジ ン コ ン ク リ ートな ら び に 各 種 レ ジ ン コ ン ク リ ート ス ラ ブ の 曲 げ 強 度 と 曲 げ 靱 性 に つ い て 検 討 し

た 本 研 究 に お い て は 、次 に 示 す 結 果 が 得 られ た 。

　 　1） レ ジ ン コン ク 丿
一

ト に 通 常 よ り も ア ス ペ ク ト比 の 小 さ い （40 ）フ ラ ッ 1・状 の 鋼 繊 維 を 2 ％ 以 」二 漫 入 す る こ と

に よ って 施 工 性 を そ こ な う こ と な く高 い 曲 げ 強 度 と 曲 げ 靱 性 を も つ 鋼 繊維 補 強 v ジ ン コ ン ク リ ート が 得 られ た 。

　 2 ） 鋼 繊 維 混 入 率 2 ％ の 鋼 繊 維 補 強 v ジ ン コ ン ク リ ート ス ラ ブ は 、押 抜 き せ ん 断 破 壊 を 生 じ る こ と な く 曲 げ 破

壊 し、十 分 な 耐 力 と 靱 性 を有 し た。

　 3 ） 鋼 繊 維 2 ％ 混 入 に 相 当 す る鋼 材 量 の 異 形 鉄 筋 （D6 、σ
sv

＝42、2kgf ／踊 ）を 直 交 方 向 に 配 筋 し た 鉄 筋 補 強 レ

ジ ン コ ン ク リ
ート ス 7 ブ は 大 き な耐 力 を持 つ が 、伸 び 能 力 が 小 さ く、急 激 に 押 抜 きせ ん 断 破 壊 し た。

　　4） 鋼 繊 維 補 強 レ ジ ン コ ン ク リ
ー

ト ス ラ ブ の ひ び わ れ 荷 重 k らぴ に終 局 曲げ 耐 力 は、強 度 試験 用 供試 体 の 値 か

　ら あ る 程 度 推 定 で きた 。
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